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 キーワードの検索
「バッテリー」や「取り付け」などのキーワードを検索して、トピックを見つけます。Adobe 
Acrobat Readerで本書を閲覧している場合は、WindowsではCtrl+F、MacではCommand+Fを押
すことで検索を開始できます。

 トピックへの移動
目次のトピック一覧をご覧ください。トピックをクリックすると、そのセクションに進みます。

 本書の印刷
本書は高解像度印刷に対応しています。

本マニュアルの使用方法
凡例

警告 重要 ヒントとコツ 参考

フライト前に
機体を安全に操作し、活用していただくため、以下の資料をご用意しています。
1. 同梱物リスト
2. ユーザーマニュアル
3. クイックスタートガイド
4. 免責事項と安全に関するガイドライン
DJITMのウェブサイトにあるすべてのチュートリアルビデオの視聴をお勧めします。初回使用
前に、免責事項と安全に関するガイドラインをお読みください。クイックスタートガイドを
参照して初回フライトの準備をしてください。詳細については、ユーザーマニュアルを参照
してください。

チュートリアルビデオ 

以下のアドレスにアクセスするか右側のQRコードをスキャンすると、P4 
Multispectralのチュートリアルビデオを視聴でき、P4 Multispectralを安全にお使
いいただく方法を知ることができます。
https://www.dji.com/p4-multispectral/video

DJI GS Proアプリのダウンロード
P4 Multispectralで使用する場合は、DJI GS Proの最新バージョンが必要です。
App StoreでDJI GS Proを検索するかQRコードをスキャンして、お手持ちのiPad
にアプリをダウンロードします。DJI GS Proの詳細情報については、公式のDJI
ウェブサイトにアクセスしてください。
https://www.dji.com/ground-station-pro

DJI Terraのダウンロード
P4 Multispectralでキャプチャされたマルチスペクトル画像は、2Dマルチスペクトルマップの
再構築のためにDJI Terraにインポートできます。DJI Terraの最新バージョンとそのユーザー
マニュアルをダウンロードするには、以下にアクセスしてください。 https://www.dji.com/dji-
terra/info#downloads

https://www.dji.com/dji-terra/info#downloads
https://www.dji.com/dji-terra/info#downloads
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製品の特徴
本セクションではP4 Multispectralについ
て紹介し、機体と送信機の各部名称につ
いて説明します。
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製品の特徴
はじめに

P4 Multispectralは、マルチスペクトルイメージング機能を搭載した高精度ドローンです。
イメージングシステムには、カラー画像と狭帯域画像の両方をキャプチャできる、1/2.9イ
ンチCMOSセンサー付きのカメラが6台あります。機体および送信機の両方に組み込まれた
OCUSYNCTMHD映像伝送により、安定した伝送が保証されます。DJI GS Proを使用すると、
ユーザーは正規化差植生指数（NDVI）画像をリアルタイムで表示し、植物の健康状態を把
握し、植物の成長や土壌の状態などを理解できます。また、画像を使用して、植物および土
壌の詳細な状態を分析するための正確なマルチスペクトル指標マップを生成し、より正確な
農作業を可能にすることもできます。機体には内蔵型DJIオンボードD-RTKTMが搭載されてお
り、cmレベルでの測位精度のための精密データを提供します。*

主な機能
P4 Multispectralイメージングシステムには、RGBカメラおよび、マルチスペクトルカメラアレ
イに搭載されたマルチスペクトルイメージング用の5台のカメラを合わせた、計6台の1/2.9イン
チCMOSセンサー付きカメラがあります。ブルー (B)：450 nm ± 16 nm、グリーン (G)：560 nm  

± 16 nm、レッド (R)：650 nm ± 16 nm、レッドエッジ (RE)：730 nm ± 16 nm、近赤外線 

(NIR)：840 nm ± 26 nm。機体上部のスペクトル日照センサーは、画像補正のために太陽放射
照度をリアルタイムで検出し、収集されたマルチスペクトルデータの精度を最大化します。
P4 Multispectralは、グローバルシャッターを使用して、ローリングシャッターを使用すると
きに生じる可能性のある歪みを回避します。
P4 Multispectral機体には、内蔵型DJIオンボードD-RTKが搭載されています。ネットワーク
RTKサービスまたはDJI D-RTK 2を使用すると、cmレベルの高精度測位データが提供されま
す。衛星観測のローデータとエクスポージャー イベントの記録は、ポスト処理キネマティッ
ク（PPK）差分補正に使用できます。（後日対応予定）
P4 Multispectralは、超低高度や屋内環境でのホバリングや飛行を行うことができ、多方向の
障害物検知システムとビジョンポジショニング機能を提供します。広範囲の障害物の検出と
回避、および着陸保護により、飛行の安全性が向上します。
送信機には、干渉防止機能の強化された最新のDJI OcuSyncテクノロジーが組み込まれてお
り、安定したスムーズな映像伝送を実現しています。機体の受信機と組み合わせると、送
信機の伝送範囲は最大7 km（FCC準拠バージョン）です。（日本国内では、伝送範囲最大5 

km）USBポートを介してiPadを送信機に接続し、DJI GS Proアプリを使用してミッションを
計画・実行します。
画像データをDJI GS ProまたはDJI Terraにインポートして、マルチスペクトル指標マップ**を
生成し、分析結果を表示します。

* これは、ネットワークRTKサービス、DJI D-RTK 2高精度GNSSモバイルステーション（別売）、またはポス
ト処理キネマティック（PPK）データ（作業中にRTK信号が弱い場合に推奨）と併用する必要があります。

** DJI GS Proのマルチスペクトル指標マップは、近日中に対応予定です。
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機体の準備
1. 図に示すように、カメラからジンバルクランプを取り外します。

3. バッテリーの取り付け
下図の矢印の方向に従って、バッテリー収納部にバッテリーをスライドさせて入れます。

2. プロペラの取り付け
黒いリングのプロペラを、黒丸のあるモーターに取り付けます。銀のリングのプロペラ
を、黒丸のないモーターに取り付けます。プロペラを取り付けプレートに押し付け、固定
されるまでロック方向に回転させてください。

バッテリーの上部および下部のバックルが所定の位置にくると、カチッと音がして、バッテリー
が安全に取り付けられたことを示します。バッテリーがしっかり取り付けられていないと、機体
の飛行安全性に影響を及ぼす場合があります。
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送信機の準備
1. モバイル端末ホルダーまたは送信機のディスプレイ機器をお好みの位置まで傾け、アンテ
ナを立てて向きを調整します。

2. モバイル端末を接続する
1  モバイル端末ホルダーの右側上部のボタンを押してクランプを解除し、お手持ちのモバ
イル端末のサイズに合わせてクランプを調整します。

2  押し下げて、モバイル端末をクランプで固定します。
3  ケーブルの一端をモバイル端末に接続し、もう一方の端を送信機背部のUSBポートに接
続します。

2

1

3

機体のアクティベーション
P4 Multispectralを初めて使用される場合は、DJI GS Proアプリを使用して起動してください。
iPadがインターネットに接続されているか確認してください。
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機体の概要

1. ジンバルカメラ
 (以下の帯域に対応する6台のカメラを使
用）

 a. レッドエッジ（RE）	b. 近赤外線（NIR）
 c. グリーン（G）	 d. 可視光（RGB）
 e. レッド（R）	 f. ブルー（B）
2. 下方ビジョンシステム
3. Micro USBポート
4. カメラ／リンク状態インジケーターとリ
ンクボタン

5. カメラのmicroSDカードスロット
6. 前方ビジョンシステム
7. 赤外線検知システム

8. フロントLED

9. モーター
10. プロペラ
11. 機体ステータスインジケーター
12. OcuSyncアンテナ
13. オンボードD-RTK アンテナ
14. スペクトル日照センサー
15. 後方ビジョンシステム
16. インテリジェント フライトバッテリー
17. 電源ボタン
18. バッテリー残量インジケータ

16
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送信機の概要

1. 電源ボタン
 送信機の電源をオン／オフにします。
2. Return-to-Home（RTH）ボタン
 このボタンを長押しすると、RTHを起動
します。

3. 操作スティック
 機体の動きを制御します。モード1、モー
ド2、モード3に設定できます。

4. ステータスLED
 送信機が機体にリンクされているかどう
かを示します。

5. バッテリー残量LED
 送信機のバッテリー残量を表示します。
6. 電源ポート
 充電器に接続して、送信機のバッテリー
を充電します。

7. モバイル端末ホルダー
 お使いのモバイル端末を送信機にしっか
りと取り付けます。

8. 小型デバイス位置調整タブ（モバイル端
末用）

9. アンテナ
 機体の制御信号と映像伝送信号を中継し
ます。

10. ハンドルバー

11. ジンバルダイヤル
 このダイヤルを使ってジンバルのチルト
を調節します。

12. 予備ダイヤル
13. 動画撮影ボタン
 押して動画の撮影を開始します。再度押
すと動画撮影を停止します。（動画撮影
機能は、近日に利用可能予定）

14. フライトモードスイッチ
 送信機のPポジションとSポジションは	

Pモード用、AポジションはAモード用	
です。

15. シャッターボタン
 押すと、写真を撮影します。2段階ボタ
ンとなっています。写真は、シャッター
ボタンを全押ししたときにのみ撮影され
ます。

16. 予備のブランクボタン
17. C1およびC2ボタン（カスタム可能で、
カスタム機能は近日利用可能予定）

18. USBポート（モバイル端末接続用）
 DJI GS Proアプリを実行するため、モバ
イル端末に接続します。

19. Micro USBポート
 Micro USBケーブルを介してパソコンに
接続します。

11
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機体
このセクションでは、機体のコンポー
ネント、特徴、機能について紹介し	
ます。
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機体
特徴

P4 Multispectralの機体には、フライトコントローラー、通信システム、測位システム、推進
システム、インテリジェント フライトバッテリーが含まれています。このセクションでは、
これらのコンポーネントの機能について説明します。

フライトモード
P4 Multispectralには、次のフライトモードがあります。送信機のフライトモードスイッチを
使用して、異なるフライトモードに切り替えます。送信機のPポジションとSポジションはP

モード用、AポジションはAモード用です。
Pモード（ポジショニング）：Pモードは、強いGNSS信号受信時に最適に動作します。機体は、
GNSS/RTKモジュールとビジョンシステムを利用して自動で安定化し、障害物を避けて進み
ます。GNSS信号が強い場合、機体は測位にGNSSを使用します。RTKモジュールが有効で、
差分データ伝送が良好な場合、cmレベルの測位が可能です。GNSS信号が弱く、照明条件が
十分である場合、機体は測位にビジョンシステムを使用します。前方の障害物検知機能が有
効で照明条件が十分である場合、最大飛行姿勢角は25°、最大飛行速度は50km/hです。前方の
障害物検知機能が無効な場合、最大飛行姿勢角は35°、最大飛行速度は58km/hです。
Aモード（姿勢）：測位にGNSSが使用されず、機体は気圧計のみを使用して高度を維持します。

ATTIモード警告
次の2通りの場合に機体はAモードになります：
パッシブ：GNSS信号が弱い場合、あるいは、コンパスが干渉を受けてビジョンシステムを利
用できない場合。
アクティブ：ユーザーがフライトモードスイッチをAモードに切り替えた場合。
Aモードでは、ビジョンシステムおよび一部の高度な機能を使用できません。そのため、この
モードでは測位や自動ブレーキを使用できません。また、機体が周囲の状況に影響を受けやす
く、水平方向に移動する場合があります。送信機を使用して機体の位置を制御してください。
Aモードで機体を操作するのは困難です。機体をAモードに切り替える前に、このモードでも
安定して飛行させることができることを確認してください。機体と自分との距離が離れすぎ
ないようにしてください。コントロールを失って事故を引き起こすおそれがあります。狭い
スペースやGNSS信号の弱いエリアでの飛行は避けてください。そのような場所では、機体が
Aモードになり、潜在的な飛行リスクが発生します。できるだけ早く機体を安全な場所に着陸
させてください。
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フロントLED 機体ステータスインジケーター

機体ステータスインジケーターの説明
通常

  赤色、緑色、黄色が交互に点滅 電源オンおよび自己診断テスト中
  緑色と黄色が交互に点滅 ウォーミングアップ

  緑色がゆっくり点滅 GNSSまたはRTKを使用したPモード
×2  緑色が2回点滅 Pモード（ビジョンシステムあり）

  黄色がゆっくり点滅
Aモード（GNSSもビジョンシステムも
なし）

  緑色がすばやく点滅 制動中
警告

  黄色がすばやく点滅 送信機信号ロスト
  赤色がゆっくり点滅 ローバッテリー警告
  赤色がすばやく点滅 重大なバッテリー警告

  赤色が点滅 不均等な配置またはセンサーで生じる
大きな誤差

 —赤色に点灯 重大なエラー
  赤色と黄色が交互に点滅 コンパス キャリブレーションが必要

フロントLEDは、機体の方向を示します。機体の電源がオンになるとフロントLEDが赤色に点
灯し、機体の前部（機首）を示します。機体ステータスインジケーターは、フライトコント
ローラーのステータスを示します。機体ステータスインジケーターの詳細については、下表
を参照してください。

機体ステータスインジケーター
P4 Multispectralには、フロントLEDと機体ステータスインジケーターがあります。LEDの位置
は下図に示すとおりです。
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フェールセーフRTH

前方ビジョンシステムにより、機体は内部で飛行ルートのリアルタイムマップを作成しなが
ら飛行します。ホームポイントが正しく記録され、コンパスが正常に動作していれば、送信
機信号が3秒以上消失した場合にフェールセーフRTHが自動的に有効になります。機体は帰還
ルートを計画し、元の飛行経路をたどって帰還します。RTH中に、送信機信号が回復した場
合、ユーザーは機体の高度と速度を制御できます。RTHボタンを押すと、RTHをキャンセル
します。

スマートRTH
GNSSが有効な場合、送信機のRTHボタンを使用してスマートRTHを開始できます。機体は最
後に記録されたホームポイントへ自動で戻ります。スマートRTHプロセス中に衝突を回避す
るために、送信機を使って機体の速度と高度を制御してください。機体は、帰還途上でメイ
ンカメラを使用して前方300m以内の障害物を識別し、安全な帰還ルート計画を立てます。ス
マートRTHボタンを1回長押しすると、RTHプロセスが開始します。もう一度スマートRTHボ
タンを押すと、スマートRTHを終了して再び機体を制御できるようになります。

フェールセーフ図解

 5 RTH（高度の調整可能）

黄色が素早く点滅
ホームポイントからの高度≦
フェールセーフ高度

 1 ホームポイントの記録 

 緑色に点滅

 3 送信機信号ロスト

黄色が素早く点滅

 2 ホームポイントの確認

緑色に点滅

 6 着陸（5秒間ホバリング後）

黄色が素早く点滅

 4 信号ロスト（3秒後）

黄色が素早く点滅

ホームポイントからの高度>
フェールセーフ高度

フェールセーフ高度まで上昇
フェールセーフ高度

×

>3秒
× × ×

Return-to-Home（RTH）
Return-to-Home（RTH）機能により、機体は最後に記録されたホームポイントに戻ります。
RTHには3種類あります。スマートRTH、ローバッテリーRTH、フェールセーフRTHです。本
セクションでは、これら3つのRTHの動作について詳しく説明します。

GNSS 説明

ホーム	
ポイント

離陸前に強いGNSS信号が検知されていた場合は、機体を離陸させた場
所がホームポイントになります。GNSSの信号強度は、GNSSアイコン
（  バーの数が4本未満になるとGNSS信号が弱いと見なされます）
で表されます。ホームポイントが記録されると、機体ステータスインジ
ケーターがすばやく点滅します。

前方ビジョンシステムが有効で、十分に明るい場合、機体は障害物を検知して回避します。機体
は、障害物を回避するために自動で上昇し、ホームポイントに帰還する際にはゆっくりと下降し
ます。機体が確実に前方に向きながら帰還するため、前方ビジョンシステムが有効の場合、RTH
中には機体の回転や左右への飛行はできません。
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12:29

飛行可能残時間

十分なバッテリー
残量（緑色）

バッテリー残量インジケーター

帰還に必要な電力

重度のローバッテリー	
残量警告（赤色）ローバッテリー残量

警告（黄色）

バッテリー残
量警告 注意

機体ス
テータス
インジ
ケーター 

DJI GS Pro フライト指示

ローバッテ
リー残量警告

バッテリー
電力が低
下。機体を
帰還させて
ください。

機体ス
テータス
インジ
ケーター
がゆっく
り赤色点
滅。

該当なし

機体は自動的にホームポイ
ントに戻り、ホームポイン
トの2メートル上でホバリン
グします。RTHプロセスを
キャンセルし、手動で着陸
することもできます。注：
ユーザーがRTHをキャンセ
ルし制御を再開した後、
ローバッテリー残量警告は
再表示されません。

重度のバッテ
リー残量警告

機体を速や
かに着陸さ
せてくださ
い。

機体ステー
タスインジ
ケーターが
すばやく赤
色点滅。

DJI GS Pro画
面が赤く点滅
し、機体は下
降を始めま
す。送信機で
はアラームが
鳴ります。

機体は自動的に下降して着
陸します。

残飛行時間

現在のバッ
テリー残量
をもとに推
測した残り
の飛行可能
時間。

該当なし 該当なし 該当なし

ローバッテリーRTH
DJI インテリジェント フライトバッテリーが安全に機体が帰還するために必要なバッテリー
残量まで達すると、バッテリー残量が低下時のフェールセーフが発動します。RTHプロセス
は、送信機のRTHボタンを押すことでキャンセルできます。これらの警告のしきい値は、現
在の機体の高度とホームポイントからの距離を基準に自動的に決定されます。ローバッテ
リーRTHは、同じフライト中に1回だけ発動されます。
今いる高度から下降するだけのバッテリー残量がある場合は、機体は自動的に着陸を開始し
ます。自動着陸をキャンセルすることはできませんが、送信機を使用して着陸中の機体の方
向を操作できます。
バッテリー残量インジケーターはDJI GS Proアプリに表示され、次のような意味を表します。
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高精度着陸
機体はReturn-to-Home中に、機体の下の地形の特徴を自動的に走査して照合します。現在の
地形がホームポイントの地形に一致すると、機体は速やかに着陸を開始して、高精度着陸を
実行します。

 重度のローバッテリー残量警告が発せられて機体が自動的に着陸を開始し始めた場合、左ス
ティックを上に倒し機体をホバリングさせると、より適切な着陸地点へ機体を誘導することがで
きます。

 バッテリー残量インジケーターバーのカラーゾーンとマーカーは、推定飛行可能時間を反映しま
す。推定飛行可能時間は、機体の現在の位置や状況に応じて自動で調整されます。

 アプリの機体のバッテリー設定ページで設定されたローバッテリー警告しきい値はアラート専用
であり、RTHを発動するものではありません。

20m 5m
H

前方ビジョンシステムが無効になっている場合、機体はRTH中に
障害物を回避できません。ユーザーは、送信機を使用して、機体
の高度と速度を制御できます。毎回飛行を開始する前に、適切
なフェールセーフ高度を設定してください。DJI GS Proのカメラ
ビューに移動し、Smart RTHボタンの下のテキストをタップして
RTH高度を設定してください。

20m 5m
H

機体が高度20m未満で飛行中、RTH（スマートRTH、ローバッテ
リーRTH、フェールセーフRTH含む）が発動した場合、機体はま
ず現在の高度から20mまで自動的に上昇します。この上昇は、
RTHを終了するとキャンセルできます。

20m 5m
H

機体がホームポイントから半径5m以内を飛行し、機体の高度が
30m未満の場合、または障害物検知機能が無効になっている場
合、RTHが発動すると、機体は自動的に降下して着陸します。機
体は上昇せず、速やかに現在の場所に着陸します。

RTHの安全に関する注意

 高精度着陸中、着陸保護は有効になります。
 高精度着陸の性能は、以下の条件に左右されます。
a）離陸時にホームポイントが記録されており、フライト中に更新されていないこと。
b）機体を垂直に離陸すること。離陸高度が7mを超えていること。
c）ホームポイントの地形的特徴にほぼ変化がないこと。
d）ホームポイントの地形に目立った特徴がないと、性能に影響が生じます。
e）明るすぎたり暗すぎたりしないこと。

 着陸中は、以下の操作を行うことができます。
a）スロットルを下に倒し着陸を加速する。
b）操作スティックを別の方向に動かして、高精度着陸を停止する。機体は垂直に下降し、着陸
保護機能は有効になったままになります。
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20m 5m
H

GNSS信号が弱い場合（[  ]が灰色表示）、またはモジュール
が利用できない場合、機体はホームポイントに戻ることができま
せん。

20m 5m
H

機体の高度が20メートルを超え、プリセットされたフェールセー
フRTH高度に達するまでの間にスロットルスティックを動かす
と、機体は上昇を停止し、速やかにホームポイントに戻ります。

RTH中の障害物回避
前方ビジョンシステムに適した照度条件下では、機体はRTH中に障害物を検知し、積極的に
回避しようとします。障害物を検知すると、機体は以下のように動作します。
1. 機体は、帰還途上でメインカメラを使用して前方300m以内の障害物を識別し、安全な帰還
ルートを計画します。

2. 15m前方に障害物を検知すると、機体は減速します。
3. 機体が停止し、ホバリング状態になると、垂直方向に上昇して障害物を回避します。最終
的に、検知された障害物から5mまでのところで上昇を停止します。

4. フェールセーフRTH手順が再開され、機体はそのままの高度でホームポイントまで飛行を
継続します。

 RTH下降中は、障害物検知機能は無効になります。注意して操作してください。
 機体を確実に前方に向けて帰還させるため、前方ビジョンシステムが有効な場合RTH中に機体を
回転させることはできません。

 機体は、機体の上方／側方／後方の障害物を回避できません。

300m 5m 

15m 

着陸保護機能
着陸保護機能は自動着陸中に有効になります。
1. 着陸保護機能によって、地面が着陸に適しているかどうかを判断します。適している場
合、機体はゆっくりと着陸します。

2. 地面が着陸に適していないと着陸保護機能が判断した場合は、機体はホバリングして操縦者
の確認を待ちます。地面が着陸に適していないと判断された場合、極度のローバッテリー
残量警告が出ていたとしても、機体はホバリングします。バッテリー残量が0%になったと
きのみ、機体は着陸します。この際、ユーザーは機体のフライト方向の制御が可能です。
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空撮写真ミッション
飛行経路を計画し、パラメーターを設定して、DJI GS Proで自動飛行ミッションを作成しま
す。飛行計画とミッション実行の詳細については、DJI GS Proユーザーマニュアルを参照して
ください。次のセクションでは、RGBイメージングとマルチスペクトルイメージングの両方
のパラメーターの設定方法、および写真の保存方法について説明します。

カメラ設定
アプリのカメラビューに移動し、 をタップして、カメラ設定を入力します。
で、RGBイメージング設定とマルチスペクトルイメージング設定を構成します。

RGBイメージング設定：
設定中、カメラビューにRGBイメージが表示されます。
1. 自動モードかマニュアルモードを選択します。マニュアルモードを選択した場合、ユー
ザーはISO値とシャッター値を調整できます。

2. 露出値（EV）を設定します。

マルチスペクトルイメージング設定：
設定中、カメラビューにNDVIを示すマルチスペクトル画像がリアルタイムで表示されます。
パラメータリストには、各イメージングの周波数帯域の波長とそれに対応するゲインが表示
されます。
1. 自動モードかマニュアルモードを選択します。マニュアルモードを選択した場合、ユー
ザーはシャッター値を調整できます。

2. EVを設定します。

• ミッションのカメラビューでマルチスペクトルカメラを選択した場合、このミッションはDJI 

Terraでの2Dマルチスペクトルマップの再構築に必要なRGB写真をキャプチャしません。ミッ
ションを開始する前に、カメラビューで可視カメラを選択して、DJI Terraで再構築するために
RGB画像を確実に収集することをお勧めします。

• ミッションのパラメーターを構成するときは、マッピングの精度を確保するために、撮影アン
グルをコースに合わせて設定することをお勧めします。

• 以下のような状況では、着陸保護機能は無効になります。
a）ユーザーがピッチ／ロール／スロットルスティックを操作している場合（操作スティックを
使わないと、着陸検知が再度有効になります）

b）ポジショニングシステムが十分に機能していない場合（ドリフト位置エラーなど）
c）下方ビジョンシステムの再キャリブレーションが必要な場合
d）明るさが下方ビジョンシステムにとって不十分な場合

• 障害物が機体の1m圏内にある場合、機体は地上0.3mまで下降し、ホバリングします。機体は
ユーザーが確認を行なうことで着陸します。

3. 着陸保護機能が無効の場合、機体が地表0.3m未満まで下降すると、DJI GS Proが着陸プロ
ンプトを表示します。着陸環境が適切である場合、タップして確認するか、操作スティッ
クを2秒間下に倒し、着陸させます。
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で、撮影モード、保存する周波数帯、およびNDVIカラーマップを設定します。
撮影モード：シングル撮影かタイマー撮影を選択します。

保存する周波数帯：
アプリケーションに応じて、保存するスペクトル帯の写真を選択します。
可視イメージング設定を構成する場合、ユーザーはRGB、ブルー、グリーン、レッド、RE
（レッドエッジ）、およびNIR（近赤外線）を選択できます。
マルチスペクトルイメージング設定を構成する場合、ユーザーはNDVI、ブルー、グリーン、
レッド、RE（レッドエッジ）、およびNIR（近赤外線）を選択できます。
選択した帯域の写真のみが保存されます。少なくとも1つの帯域を選択する必要があります。

NDVIカラーマップ：
植生指数の数値に従って、ライブビューでレンダリングされた表示カラースケールを設定し
ます。（近日利用可能）

写真の保存
選択した帯域に応じて、毎回最大6枚の写真を撮影および保存できます。グループ内の各帯域
の写真には、独自のファイル名が付いています。命名規則は「DJI_XXXY」です。XXXは写真
グループの番号を指します。Yは0～5の値で、各イメージング帯域に対応します。

Y 0 1 2 3 4 5
イメージング
帯域

RGBまたは
NDVI

ブルー グリーン レッド レッドエッジ
（RE）

NIR（近赤
外線）

マルチスペクトルマップの生成
画像データをDJI GS ProまたはDJI Terraにインポートして、マルチスペクトルマップを生成し
ます。詳細については、ユーザーマニュアルを参照してください。

RTK機能
P4 Multispectralには、DJIオンボードD-RTKが内蔵されており、DJI D-RTK 2高精度GNSSモバ
イルステーションまたはネットワークRTKサービスを用いた場合、cmレベルの測位のための
正確なデータを提供し、作業精度を向上させます。オンボードD-RTKは、最適化されたアル
ゴリズムと組み合わせた正確な位置情報と速度情報を提供し、標準のコンパスセンサーより
も正確で、金属構造物からの磁気干渉がある場合にも安定した飛行を確保します。RTK信号
が弱く、ミッション中に差分データを送信できない場合、ユーザーは飛行後に機体のmicroSD

に記録された衛星観測のローデータ*を読み取り、PPKテクノロジーを使用してセンチメート
ル単位の測位を実現できます。
* 今後対応予定
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ビジョンシステムおよび赤外線検知システム
ビジョンシステムの主要パーツは機体の前方と底部にあります。主要パーツには、[1] [2] [4] 3
つのステレオビジョンセンサーと [3] 2つの超音波センサーがあります。ビジョンシステムで
は超音波と画像データを使って機体の現在位置を維持し、屋内やGNSS信号が使用できない環
境での高精度のホバリングを可能にします。また、障害物がないかどうかを常に走査し、迂
回や上空飛行、ホバリングにより機体の衝突を回避します。
赤外線検知システムは、機体の両側にある [5] 2つの3D赤外線モジュールで構成されていま
す。これらのモジュールは機体両側の障害物を走査しますが、このシステムが有効になるフ
ライトモードは限られています。

DJI D-RTK 2 モバイルステーションの使用
1. DJI GS Proのミッションページより、 アイコンをタップする、または画面上部のRTKを
タップしてRTK設定メニューに移動し、RTKデータソースとしてD-RTK 2を選択します。メ
ニューの下部で機体のRTKを有効にし、機体がRTKデータにアクセスできるようにします。

2. リンクをタップします。送信機からビープ音が鳴り始めます。次に、モバイルステーショ
ンのリンクボタンを押します。

3. [接続]をタップして、サーバーとの接続を確立します。RTKアイコンがFIXを表示するまで
待ちます。表示されると、差分データの計算が完了し、機体が測位用にRTKを使用できる
ことを示します。

ネットワークRTKサービスの使用
ネットワークRTKサービスは、ベースステーションの代わりに送信機を使用して、承認された
ネットワークRTKサーバーに接続し、差分データを送受信します。この機能を使用するとき
は、送信機をオンにして、モバイル端末をインターネットに接続したままにしてください。
1. 送信機が機体に接続されており、モバイル端末がインターネットにアクセスできることを
確認してください。

2. DJI GS Proのミッションページで、 アイコンをタップする、または画面上部のRTKを
タップしてRTK設定メニューに移動し、RTKデータソースとしてネットワークRTKアカウ
ントを選択します。

3. ネットワークRTKアカウント設定ページで[新規]をタップします。構成後、設定メニューに
戻って追加したアカウントを選択します。

4. メニューの下部で機体のRTKを有効にし、機体がRTKデータにアクセスできるようにします。
5. [接続]をタップして、サーバーとの接続を確立します。RTKアイコンがFIXを表示するまで
待ちます。表示されると、差分データの計算が完了し、機体が測位用にRTKを使用できる
ことを示します。

[1]

[2]
[3]

[4]

[5]
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0.7m

7m
6.8m

7m
6.8m

0.7m
13.1cm

01
機体を画面に向ける

02
ボックスを揃える

03
機体を動かし、傾きを調整する

検知範囲
ビジョンシステムおよび赤外線検知システムの検知範囲は以下のとおりです。検知範囲内に
ない障害物は認識、回避できませんので注意してください。

Pモードでは、速度が22km/h以内ならば前方ビジョンシステムと後方ビジョンシステムの両方が
作動します。それ以上の速度になると、進行方向のビジョンシステムのみ有効になります。

センサーのキャリブレーション
機体に取り付けられたビジョンシステムカメラは出荷時にキャリブレーションされていま
す。しかし、カメラは強い衝撃の影響を受けやすいため、場合によってDJI Assistant 2 for 
Phantomによるキャリブレーションが必要になります。センサーをキャリブレーションする
には、以下の手順に従います。

ビジョンポジショニングを使用する
ビジョンポジショニングは、機体の電源がオンになると自動的に作動します。特別な操作は
必要ありません。通常、ビジョンポジショニングシステムはGNSSが使えない屋内環境で使用
されます。ビジョンシステムのセンサーを使用すると、機体はGNSSがなくても正確にホバリ
ングすることができます。下方ビジョンシステムは、機体が高度10m未満の場合に最も効果
的に動作します。低高度（0.5m未満）で高速飛行する場合は、機体を十分に注意して操作し
てください。
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 3D赤外線検知システムが有効になるのはビギナーモード*とトライポッドモード*のみです。慎重
に飛行させてください。

 ビジョンシステムおよび赤外線検知システムの性能は、どのような地表面上を飛行しているかに
よって影響を受けます。超音波センサーを吸音材上で動作する場合、正確な距離を測定すること
ができず、条件の悪い環境ではカメラが適切に機能しない場合があります。ビジョンシステム
や、超音波センサー、赤外線検知システムも利用できない場合、機体はPモードからAモードに
自動で切り替わります。次のような状況では、機体を慎重に操作するようにしてください。
a）モノクロ（黒一色、白一色、赤一色、緑一色など）の地表面上を飛行する場合。
b）反射率が高い地表面上を飛行する場合。
c）高速（高度2mを50km/h以上、または高度1mを18km/h以上）で飛行する場合。
d）水面または透明な地表の上空を飛行させる場合。
e）動く面または物体の上空を飛行させる場合。
f）照度条件が頻繁または急激に変化するエリアを飛行させる場合。
g）非常に暗い（10ルクス未満）、または非常に明るい（100,000ルクス超）地表面上を飛行す
る場合。

h）音波を吸収する（厚いカーペットなど）面上を飛行する場合。
i）	はっきりした模様や構造のない面上を飛行する場合。
j）タイルなど、同じパターンや構造が繰り返されている地表面上を飛行する場合。
k）音波を機体から偏向する斜面上を飛行する場合。
l）	小さすぎて赤外線反射効果が得られない障害物上を飛行する場合。
m）	3D赤外線モジュール間の干渉を避けるため、2機の機体で側面をお互いに向け合わないでく
ださい。

n）	赤外線モジュールの保護ガラスを覆わないでください。保護ガラスは常に清潔にし、傷つけ
ないでください。

o）	低高度（0.5m未満）での高速飛行。
 センサーは常にきれいな状態に保ってください。汚れやごみが付着していると、センサーの効果
に影響を及ぼす恐れがあります。

 ビジョンポジショニングが有効なのは、機体が高度0.3～10mにある場合のみです。
 機体が水面上を飛行している場合、ビジョンポジショニングが適切に機能しないことがありま
す。

 ビジョンシステムは、低照度環境（100ルクス未満）では地面にある模様を認識できない場合が
あります。

 ビジョンシステムが作動しているときは、他の超音波デバイスを周波数40kHzで使用しないてく
ださい。

障害物検知のアシストブレーキ
障害物検知により、機体周りに障害物が検知された場合、機体は自らブレーキをかけること
ができるようになりました。障害物検知機能は、明るさが適切で障害物がはっきりと目立つ
か質感がある場合に最も効果的に動作します。十分な制動距離を保つために、機体を50km/h
以下で飛行させてください。

ビジョンポジショニングを使用するには次の手順に従ってください。
1. 機体の電源をオンにします。機体ステータスインジケーターが緑色に2回点滅し、ビジョン
ポジショニングの準備ができたことを示します。

2. 左スティックをゆっくり上に倒して離陸し、スティックから手を離せば機体はその場でホ
バリングを開始します。

* このモードは後日対応予定です。
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 3D赤外線検知システムが有効になるのはビギナーモード*とトライポッドモード*のみです。慎重
に飛行させてください。

 ビジョンシステムおよび赤外線検知システムの性能は、どのような地表面上を飛行しているかに
よって影響を受けます。超音波センサーを吸音材上で動作する場合、正確な距離を測定すること
ができず、条件の悪い環境ではカメラが適切に機能しない場合があります。ビジョンシステム
や、超音波センサー、赤外線検知システムも利用できない場合、機体はPモードからAモードに
自動で切り替わります。次のような状況では、機体を慎重に操作するようにしてください。
a）モノクロ（黒一色、白一色、赤一色、緑一色など）の地表面上を飛行する場合。
b）反射率が高い地表面上を飛行する場合。
c）高速（高度2mを50km/h以上、または高度1mを18km/h以上）で飛行する場合。
d）水面または透明な地表の上空を飛行させる場合。
e）動く面または物体の上空を飛行させる場合。
f）照度条件が頻繁または急激に変化するエリアを飛行させる場合。
g）非常に暗い（10ルクス未満）、または非常に明るい（100,000ルクス超）地表面上を飛行す
る場合。

h）音波を吸収する（厚いカーペットなど）面上を飛行する場合。
i）	はっきりした模様や構造のない面上を飛行する場合。
j）タイルなど、同じパターンや構造が繰り返されている地表面上を飛行する場合。
k）音波を機体から偏向する斜面上を飛行する場合。
l）	小さすぎて赤外線反射効果が得られない障害物上を飛行する場合。
m）	3D赤外線モジュール間の干渉を避けるため、2機の機体で側面をお互いに向け合わないでく
ださい。

n）	赤外線モジュールの保護ガラスを覆わないでください。保護ガラスは常に清潔にし、傷つけ
ないでください。

o）	低高度（0.5m未満）での高速飛行。
 センサーは常にきれいな状態に保ってください。汚れやごみが付着していると、センサーの効果
に影響を及ぼす恐れがあります。

 ビジョンポジショニングが有効なのは、機体が高度0.3～10mにある場合のみです。
 機体が水面上を飛行している場合、ビジョンポジショニングが適切に機能しないことがありま
す。

 ビジョンシステムは、低照度環境（100ルクス未満）では地面にある模様を認識できない場合が
あります。

 ビジョンシステムが作動しているときは、他の超音波デバイスを周波数40kHzで使用しないてく
ださい。

フライトレコーダー
フライトデータは、機体の内部ストレージに自動的に記録されます。記録されたデータに
アクセスするには、Micro-USBポートを介して機体をPCに接続し、DJI Assistant 2を起動し
ます。

プロペラの取り付けと取り外し
機体ではDJIが承認したプロペラのみを使用してください。プロペラにある銀色および黒色の
リングは、取り付け位置と回転方向を示します。

プロペラ 銀のリング 黒のリング

図

取り付け位置 黒丸なしのモーター 黒丸付きのモーター

凡例
  ロック：プロペラを押し込みながら矢印方向に回し、装着します。
  ロック解除：プロペラを矢印方向に回し、緩めて取り外します。

プロペラの取り付け
1. プロペラを取り付ける前に、必ずモーターから警告ステッカーをはがしてください。
2. 黒いリングのプロペラを、黒丸のあるモーターに取り付けます。銀のリングのプロペラ
を、黒丸のないモーターに取り付けます。プロペラを取り付けプレートに押し付けて、固
定されるまでロック方向に回転します。

プロペラの取り外し
プロペラをモーターマウントに押し込み、ロック解除方向に回します。

 プロペラの鋭い先端に気をつけてください。注意して扱ってください。
 DJIが承認したプロペラのみを使用してください。複数の種類のプロペラを一緒に使用しないで
ください。

 毎回、飛行前にはプロペラとモーターが正しくしっかりと取り付けられていることを確認してく
ださい。

 飛行前に、毎回すべてのプロペラが良好な状態であることを確認してください。古くなったり、
欠けたり、損傷したプロペラは使用しないでください。

 けがをしないよう、回転しているプロペラやモーターには手を触れたり近づいたりしないでくだ
さい。

 安全で快適な飛行操作のため、必ずDJIが承認したプロペラのみを使用してください。
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DJIインテリジェント フライトバッテリー
DJIインテリジェント フライトバッテリーは、容量5870mAh、電圧15.2V、スマート充放電の
機能付きです。バッテリーの充電には必ず、適切なDJI認定電源アダプターと充電ハブを使用
してください。

インテリジェント フライトバッテリー AC電源アダプター 充電ハブ

 インテリジェント フライトバッテリーは、初めて使用する前に完全に充電してください。
 バッテリーの電源をオンにした状態でバッテリーを抜き差しすることは絶対にしないでくだ
さい。

 バッテリーがしっかりと取り付けられていることを確認してください。バッテリーが正しく取り
付けられていないと機体は離陸しません。

DJIインテリジェント フライトバッテリーの機能
1. バッテリー残量表示：LEDインジケーターは、現在のバッテリー残量を表示します。
2. 自動放電機能：10日間以上使用しないときは、バッテリーが膨張しないよう、自動的に

65%より低いレベルまでバッテリーを放電します。バッテリーを65％まで放電するには、
およそ2日間かかります。放電の過程でバッテリーから多少の熱が放出されますが、これ
は正常な状態です。

3. バランス充電：充電時に各バッテリーセルの電圧を自動的にバランス調整します。
4. 過充電保護：バッテリーが完全に充電されると充電を自動的に停止します。
5. 温度検知：温度が5℃～40℃の場合にのみ、バッテリーは充電されます。
6. 過電流保護：高アンペア（8A超）の電流が検知されると、バッテリーは充電を停止しま
す。

7. 過放電保護：バッテリー電圧が12Vに達すると、過放電による損傷を防ぐためにバッテ
リーの放電は自動的に停止します。

8. 短絡保護：短絡を検知すると電源が自動的に切断されます。
9. バッテリーセルの損傷保護：DJI GS Proは、損傷したバッテリーセルを検知すると警告
メッセージを表示します。

10. スリープモード：20分間作動がないと、省電力のためバッテリーはスリープモードに入
ります。

11. 通信：バッテリーの電圧、容量、電流などに関する情報は、機体のメインコントロー
ラーに送信されます。

ご使用前に『Phantom 4シリーズインテリジェント フライトバッテリー 安全に関する
ガイドライン』を参照してください。ユーザーはすべての操作と使用に対する責任を
負うものとします。
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バッテリーの使用 

LED1

LED2

バッテリー残量インジケータ

LED3

LED4

電源ボタン（内蔵LED）

電源のオン／オフ
電源をオンにする： 電源ボタンを1回押し、次に2秒間長押しすると電源がオンになります。

電源LEDが緑色になり、バッテリー残量インジケーターが現在のバッテ
リー残量を表示します。

電源をオフにする： 電源ボタンを1回押し、次に2秒間長押しすると電源がオフになります。
Phantomの電源をオフにするとバッテリー電源のLEDが点滅し、録画が停
止しなかった場合に録画の自動停止を可能にします。

低温注意：
1. 低温環境（0℃未満）で飛行すると、バッテリー容量は著しく減少します。
2. バッテリーを極低温環境（-10℃未満）で使用することはお勧めしません。温度が-10℃～

5℃の間の動作環境の場合、バッテリー電圧を適切な状態まで上げる必要があります。
3. 低温環境でDJI GS Proが「ローバッテリー残量警告」を表示した場合は、ただちにフライ
トを終了してください。

4. 低温環境で飛行するときは、あらかじめバッテリーを室内で温めておいてください。
5. バッテリーの性能を発揮するには、バッテリー温度を20℃以上に維持してください。
6. バッテリーセルの温度が動作範囲（0℃～40℃）内にない場合、充電器はバッテリーの充
電を停止します。

低温環境では、バッテリーをバッテリー収納部に装填して、機体の電源を入れ、離陸前に1～2分
ほどウォームアップするようにしてください。
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バッテリー残量の確認
バッテリー残量インジケーターは、電力の残量を表示します。バッテリーの電源がオフのと
きは、電源ボタンを1回押します。バッテリー残量インジケーターが点灯し、現在のバッテ
リー残量を表示します。詳細は、以下を参照してください。

また、充電および放電中、バッテリー残量インジケーターは現在のバッテリー残量を表示しま
す。インジケーターの意味は以下のとおりです。

  ：LED点灯。     ：LED点滅。
  ：LED消灯。

バッテリー残量インジケータ
LED1 LED2 LED3 LED4 バッテリー残量

87.5%～100%

 75%～87.5%

 62.5%～75%

   50%～62.5%

   37.5%～50%

    25%～37.5%

    12.5%～25%

     0%～12.5%

     =0%

インテリジェント フライトバッテリーの充電

 各フライト後、インテリジェント フライトバッテリーはクールダウンさせてださい。充電前
に、バッテリーの温度を室温まで下がるようにしてください。

 充電温度範囲は5℃～40℃ です。バッテリーセルの温度がこの範囲外の場合、バッテリー管理シ
ステムによりバッテリーの充電は停止されます。

 バッテリーを機体に抜き差しする場合は、あらかじめバッテリーの電源をオフにしてください。
バッテリーをオンにした状態でバッテリーを抜き差しすることは絶対にしないでください。

電源アダプターのみを使用して充電する
1. AC電源アダプターを電源（100-240V、50/60Hz）に接続します。
2. インテリジェント フライトバッテリーを電源アダプターに接続して充電を開始します。
バッテリー残量が95%以上の場合は、充電前にバッテリーをオンにしてください。

3. 充電中、バッテリー残量インジケーターは現在のバッテリー残量を表示します。
4. バッテリー残量インジケーターがすべて消灯したら、インテリジェント フライトバッテ
リーの充電は完了です。

AC電源アダプター

インテリジェント フライトバッテリー

電源コンセント
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充電中のバッテリー残量インジケーター
LED1 LED2 LED3 LED4 バッテリー残量

   0%～25%

  25%～50%

 50%～75%

75%～100%

      充電完了

電源アダプタと充電ハブを使用して充電する
1. 電源への接続
電源アダプターを電源コンセント（100-240V、50/60Hz）に接続してから、充電ハブを電
源アダプターに接続します。

AC電源アダプター
充電ハブ

電源コンセント

2. バッテリーの取り付け
充電モード：
インテリジェント フライトバッテリーの溝の位置をバッテリースロットトラックに合わせ
て、バッテリーを挿入し、充電を開始します。残量が一番高いインテリジェント フライト
バッテリーが最初に充電されます。他のバッテリーは、残量に応じて順番に充電されます。

充電ハブのステータスLEDインジケータが緑色に点灯し、インテリジェント フライトバッ
テリーのLEDライトがオフの場合、充電が完了し、インテリジェント フライトバッテリー
を充電ハブから取り外すことができます。

ストレージモード：
バッテリーの残量が50％を超える場合、充電ハブにより残量が50％になるまで放電されま
す。一方で、バッテリーの残量が50％未満の場合、50％まで充電されます。

バッテリー 
スロット 
トラック
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 インテリジェント フライトバッテリーの溝の位置をバッテリースロットトラックと合わせてくだ
さい。バッテリーが正しく挿入されると、ステータスLEDインジケータが黄色に点灯します。

 ストレージモードでは、すべてのバッテリーの残量が50％を超える場合、インテリジェント フラ
イトバッテリーの電源を入れて、電源に接続せずに放電することができます。

ステータスLEDインジケーター 説明
充電モード

 — 黄色点灯 充電の順番待ち状態
 ...... 緑色点滅 充電
 — 緑色点灯 充電完了
 — 赤色点灯 バッテリーが検出されない

 ...... 全て赤色点滅 電力供給エラー。バッテリー充電器への接続を確認してください

ストレージモード
 — 黄色点灯 充電または放電の準備完了
 ...... 青色点滅 充電中または放電中
 — 青色に点灯 バッテリーの残量が50％
 — 赤色に点灯 バッテリーが検出されない

 ...... すべて赤色に点滅 電力供給エラー。バッテリー充電器への接続を確認してください

ステータスLEDインジケーターの説明

バッテリー保護LED表示
次の表はバッテリー保護メカニズムと対応するLEDパターンを示したものです。

充電中のバッテリー残量インジケーター
LED1 LED2 LED3 LED4 点滅パターン バッテリー保護項目

  LED2が毎秒2回点滅 過電流検知
  LED2が毎秒3回点滅 短絡検知

  LED3が毎秒2回点滅 過充電検知
   LED3が毎秒3回点滅 充電器の過電圧検知
  LED4が毎秒2回点滅 充電温度が低すぎる
  LED4が毎秒3回点滅 充電温度が高すぎる

これらの問題が解決したら、電源ボタンを押してバッテリー残量インジケーターをオフにし
ます。インテリジェント フライトバッテリーを充電器から抜き、もう一度差し込んで充電を
再開します。室温エラーの場合は、バッテリーを充電器から抜いて差し戻す必要はありませ
ん。室温が許容範囲になると、充電器は充電を再開します。
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 DJIはサードパーティー製の充電器による損傷については、いかなる責任も負いません。
 バッテリー残量が95%以上の場合は、充電前にバッテリーをオンにします。

インテリジェント フライトバッテリーの放電方法：
インテリジェント フライトバッテリーをバッテリー収納部に装填して電源をオフにします。バッ
テリー残量が低く（電源の20％などに）なるまで機体を屋外で飛行させます。



30 © 2019 DJI All Rights Reserved.  

ジンバルカメラ
このセクションでは、カメラの技術仕様
に焦点を当て、ジンバルの使用方法につ
いて説明します。
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ジンバルカメラ
カメラ
特徴
P4 Multispectralイメージングシステムには、JPEG形式の画像を生成するRGBカメラと、マル
チスペクトルカメラアレイに搭載されたTIFF形式のマルチスペクトル画像を生成する5つのカ
メラの、計6台の1/2.9インチCMOSセンサー搭載のカメラが搭載されています。性能を確保す
るためにグローバルシャッターを使用します。
マルチスペクトルカメラアレイ上の5台のカメラは、次のイメージング帯域で写真を撮影でき
ます。
ブルー (B)：450 nm ± 16 nm、グリーン (G)：560 nm ± 16 nm、レッド (R)：650 nm ± 16 nm、
レッドエッジ (RE)：730 nm ± 16 nm、近赤外線 (NIR)：840 nm ± 26 nm。

カメラ microSDカードスロット
P4 Multispectralは、最大128 GBのmicroSDカードをサポートしています。読み取りと書き込
みの速度が速いクラス10またはUHS-I以上のmicroSDカードが推奨されます。ユーザーは、写
真やビデオ、およびミッション中に記録された衛星観測のローデータをmicroSDカードから読
み取ることができます。

撮影中は、機体からmicroSDカードを抜かないでください。

カメラシステムが安定して動作するように、1回の動画撮影は30分で制限されます。

Micro USBポート
機体の電源を入れ、マイクロUSBケーブルをMicro-USBポートに接続してください。ファーム
ウェアを更新し、写真とビデオを読み取り、ミッション中に記録された衛星観測のローデー
タを読み取ります。
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-90°

0°

+30°

カメラの操作
写真や動画を撮影する場合、送信機またはDJI GS Proのシャッターボタンと動画撮影ボタンを
使用します。

ジンバル
特徴
3軸ジンバルは、鮮明でブレのない静止画や動画の撮影を可能にする、搭載カメラに最適な安
定したプラットフォームです。ダイヤルを回してジンバルピッチ角を調整します。

ピッチ角の操作可能範囲は-90°～+30°です。DJI GS Proでミッションのパラメーターを設定
する場合、範囲は-90°～0°ですが、ジンバルはジンバルダイヤルを使用して手動で+30°まで
制御できます。

  以下のような場合、ジンバルモーターエラーが発生する場合があります。
（1） 機体が平らでない地面に置かれているか、ジンバルの動きが妨害される。
（2） ジンバルが、衝突など不可抗力の影響を受けた。平らで見通しのよい場所から離陸して、

常にジンバルを保護するようにしてください。
  濃霧や雲の中を飛行すると、ジンバルが湿気を帯びて一時的に不具合が生じることがあります。
ジンバルが乾けば機能は正常に戻ります。

  初期化時にジンバルで短いビープ音が鳴るのは正常な動作です。
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送信機
本セクションでは、送信機の各機能につ
いて説明します。また、機体とカメラの
操作手順についても説明します。
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送信機
特徴
送信機は、DJIの長距離伝送技術OcuSyncを搭載しており、最大7km（日本国内では、5 km）
の伝送範囲で機体とジンバルカメラを制御します。USBポートを介してiPadを送信機に接続
し、DJI GS Proアプリを使用してミッションを計画・実行します。分析用に撮影した画像をエ
クスポートし、マルチスペクトルマップを作成します。

 準拠版：送信機は現地のコンプライアンスおよび規制に準拠しています。
 操作モード：コントロールは、モード1、モード2、カスタムモードに設定できます。
 モード1：右スティックがスロットルの働きをします。
 モード2：左スティックがスロットルの働きをします。

伝送干渉を避けるため、同一エリア内で操作するのは3機までにしてください。

送信機の使用
送信機の電源のオン／オフ
P4 Multispectral送信機は、容量6,000mAhの容量の2Sバッテリーで電力供給します。バッテ
リー残量は、フロントパネル上のバッテリー残量LEDで表示されます。送信機の電源をオンに
するには、次の手順に従ってください。
1. 送信機の電源がオフのときは、電源ボタンを1回押します。バッテリー残量LEDは現在の
バッテリー残量を表示します。

2. 電源ボタンを長押しして、送信機の電源をオンにします。
3. 電源がオンになると、送信機からビープ音が鳴ります。ステータスLEDが素早く緑色に点
滅して、送信機が機体にリンク中であることを示します。リンクが完了すると、ステータ
スLEDが緑色に点灯します。

4. 送信機が電源オンの状態で手順2の操作を行うと、送信機の電源はオフになります。
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3

2

1

送信機の充電
送信機は同梱の充電器を使用して充電します。詳細については、下図を参照してください。

カメラの操作
送信機のシャッターボタン、動画撮影ボタンおよびジンバルダイヤルで、動画／静止画を撮
影し、ジンバルピッチ角を調整します。

1. ジンバルダイヤル
ジンバルのチルトを制御します。左に回すとジンバルが上方向に傾き、右に回すとジンバ
ルが下方向に傾けます。

2. 動画撮影ボタン
1回押すと動画の録画を開始し、もう1回押すと録画を停止します。

3. シャッターボタン
シャッターボタンを押し、写真を撮影します。2段階ボタンとなっています。写真は、
シャッターボタンを全押ししたときにのみ撮影されます。

充電器

電源コンセント
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送信機は初期状態ではモード2に設定されています。

スティックニュートラル／中心点：操作スティックはセンターポジションにあります。
操作スティックを動かす：操作スティックを倒して、センターポジションから遠ざけます。

機体の制御
本セクションでは、送信機を使用して機体の向きなどを制御する方法を説明します。制御の
モードには、モード1、モード2、モード3、カスタムモードがあります。
モード1

モード2

モード3

右スティック左スティック

右旋回左旋回

上昇

下降

右左

上昇

下降

右旋回左旋回右左

前方

後方

左スティック 右スティック

前方

後方

右スティック
上昇

下降

前方

後方

左スティック

右旋回左旋回

右左
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操作スティックを調整する
操作スティックをつまみ、時計回りまたは反時計回りに回すと、操作
スティックの長さを調整できます。操作スティックの長さを適切に調
整すると、コントロールの精度を向上させることができます。

送信機
（モード2）

機体
（ 機首方向を示す） 備考

左スティックを上下に動かして機体の高度を
変更します。
上昇させるにはスティックを上に倒し、下降
させるには下に倒します。
両方のスティックをともに中央に戻すと、P4 
Multispectralはその場でホバリングします。
スティックが中央位置から離れるほど、P4 
Multispectralの高度変更速度が速くなります。
機体の高度を急激に変えないよう、操作ス
ティックは常に優しくゆっくりと動かしてく
ださい。
左スティックを左右に動かして、機体の機体
のラダーと回転を制御します。
スティックを左に倒すと機体は反時計回りに
回転し、右に倒すと時計回りに回転します。
スティックを中央に戻すと、P4 Multispectralは
現在の向きを維持します。
スティックが中央位置から離れるほど、P4 
Multispectralの回転速度が速くなります。
右スティックを上下に動かすと、機体を前後
に移動できます。
スティックを上に倒すと前進し、下に倒すと
後進します。スティックを中央に戻すとP4 
Multispectralはその場でホバリングします。
スティックが中央位置から離れるほど、ピッチ角
（最大30˚）が広がり、飛行速度も上がります。

右スティックを左右に動かすと、機体の左右
のピッチが変わります。
左に倒すと左に飛行し、右に倒すと右に飛
行します。スティックを中央に戻すと、P4 
Multispectral はその場でホバリングします。
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ポジション1 

ポジション2

ポジション3

最適な伝送範囲
機体と送信機間の伝送信号は、下図に示す領域内にあるときが最も安定しています。

機体が最適な伝送区域内にいるように飛行してください。伝送能力を最大限に引き出すに
は、操縦者と機体の位置関係を適切に保ちます。

位置 図 フライトモード

ポジション1 Pモード

ポジション2 Pモード 

ポジション3 Aモード

フライトモードスイッチ
このスイッチを切り替えて、目的のフライトモー
ドを選択します。PモードまたはAモードを選択し
ます。

RTHボタン
RTHボタンを長押しして、Return-to-Home（RTH）プロセスを開始します。RTHボタン周り
のLEDリングが白く点滅し、機体がRTHモードを開始していることを示します。すると、機体
は最後に記録されたホームポイントへ戻ります。もう一度このボタンを押すと、RTHプロセ
スはキャンセルされ、機体を制御できるようになります。

最適な伝送範囲強い 弱い
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送信機のステータスLED

ステータスLEDは、送信機と機体の接続強度を示します。RTHステータスLEDは、機体のRTH

のステータスを示します。次の表に、各インジケーターの詳細を示します。

RTH LED

ステータスLED

ステータスLED アラーム 送信機のステータス
 —赤色点灯   チャイム 送信機と機体が接続されていません。

 —緑色点灯   チャイム 送信機は機体に接続されています。

  ゆっくり赤色点滅 ジージージー...... 送信機のエラー。

/  

赤と緑/赤と黄色が交互に
点滅

なし HD映像伝送の中断。

RTH LED 音 送信機のステータス
 —白色点灯  チャイム 機体がホームポイントに帰還しています。

  白色点滅 ジ… 機体にReturn-to-Homeコマンドを送信して
います。

  白色点滅 ジジ...... Return-to-Home手順の進行中です。

バッテリー残量が極端に低い場合は、送信機のステータスインジケーターが赤色に点
滅して警告音を発します。

送信機のリンク
箱を開封後は、送信機をすぐに機体にリンクさせてください。リンク作業は、新しい送信機
を初めて使用する場合にのみ必要です。
1. 送信機の電源を入れてモバイル端末に接続し、DJI GS Proを起動します。
2. 機体の電源を入れます。
3. ミッションページで、 をタップし、送信機のリンクセクションの右側にある[リンクの開
始]をタップします。

4. ステータスLEDが青色に点滅して、送信機が2回のビープ音を反復し、機体とのリンク待機
状態になります。

5. 機体のリンクボタンを押します。次に、ボタンを離して、数秒間待ちます。リンクが正常
に完了すると、ステータスLEDが緑色に点灯します。
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飛行
本セクションでは、安全な飛行方法と飛行
に関する制限事項について説明します。
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飛行
飛行前の準備が完了したら、安全飛行のための訓練と練習を行って飛行スキルを向上させて
ください。高度制限は500mです。それ以上高い高度での飛行は避けてください。ご自身の安
全と周りの人々の安全のため、基本的な飛行ガイドラインを理解することが重要です。詳細
については、免責事項と安全に関するガイドラインを参照してください。

飛行環境の条件
1. 悪天候時に機体を使用しないでください。悪天候とは、風速10m/s超の強風、雪、雨、霧
などです。

2. 飛行は周囲が開けた場所でのみ行ってください。高い建造物や巨大な金属製の建造物は、
機体に搭載されているコンパスやGNSSシステムの精度に影響を及ぼす場合があります。

3. 障害物、人混み、高電圧線、樹木、水域を避けてください。
4. 高レベルの電磁波を発する基地局や電波塔など場所は避け、電波干渉を最小限に抑えてく
ださい。

5. 機体やバッテリーの性能は、空気密度や気温などの環境要因に左右されます。海抜6,000m

以上の高度で飛行させるときは、バッテリーと機体の性能に影響を及ぼす可能性があるた
め、細心の注意を払ってください。

6. 北極、南極圏では、機体はATTIモードまたはビジョンポジショニングを使用してのみ操作
できます。

GEO (Geospatial Environment Online)システム
はじめに
DJIのGeospatial Environment Online（GEO）システムは、国際法および規制の範囲内でリアルタイ
ムの空域情報を提供することを約束するグローバル情報システムです。GEOは、飛行情報／飛行時
間／位置情報を提供して、無人航空機（UAV）ユーザーが個人のUAVの使用に関して最善の決定を
下せるよう支援します。また、リアルタイムのフライトの安全性と規制の最新情報を提供し、UAV
が制限された空域で飛行することを阻止する、独自の地域フライト制限機能も含まれています。安
全性や航空管制法に従うことは最重要事項ですが、DJIは特別な状況下で例外を設ける必要があるこ
とを認識しています。このニーズを満たすために、GEOには、ユーザーが制限区域内でフライトの
ロックを解除できるロック解除機能も含まれています。フライトを行う前に、ユーザーは自分の地
域の現在の制限レベルに基づいてロック解除の要請を送信する必要があります。

GEO区域
DJIのGEOシステムは、安全な飛行場所を指定し、個々の飛行のリスクレベルと安全性の懸念を提供
し、DJI GS Proアプリでユーザーがリアルタイムで表示できる制限空域情報を提供します。GEOに
よって指定された場所は、GEO区域と呼ばれます。GEO区域は、飛行規制と制限によって分類され
る特定の飛行区域です。飛行を禁止するGEO区域は、空港、発電所、刑務所などの場所を中心に実
装されています。また、主要なスタジアムイベント、山火事、またはその他の緊急事態の周りに一
時的に実装することもできます。特定のGEO区域は飛行を禁止していませんが、潜在的なリスクを
ユーザーに知らせる警告を発動します。すべての飛行制限エリアはGEO区域と呼ばれ、さらに警告
区域、強化警告区域、承認区域、高度制限区域、制限区域に分けられます。デフォルトでは、GEO
は、安全またはセキュリティ上の懸念につながる可能性のある区域へのフライトまたは区域内での
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フライトを制限します。公式DJI Webサイトには、包括的なグローバルGEO区域情報を含むGEO区
域の地図があります。https://www.dji.com/flysafe

GEOシステムは、あくまで助言のみを目的としています。個々のユーザーは、公式の情報ソースを
確認し、どの法律または規制が飛行に適用されるかを判断する責任があります。DJIは、これらのガ
イドラインが特定のユーザーに適用される規制と一致するかどうかを判断することなく、広く推奨
される一般的なパラメーター（空港の半径1.5マイルなど）を選択しているケースもあります。
 

GEO区域の定義
警告区域：ユーザーは、フライトに関連する情報を含む警告メッセージを受け取ります。
強化警告区域：ユーザーは、飛行時にGEOシステムからプロンプトを受け取ります。区域内を飛行
するには、ロック解除要求を送信する必要があります。そのためには、飛行経路を確認する必要が
あります。
承認区域：ユーザーには警告メッセージが表示され、フライトはデフォルトで禁止されています。
承認区域は、DJI認証済みアカウントを持つ認定ユーザーがロック解除できます。セルフロック解除
権限は、オンラインにおいて申請する必要があります。
高度制限区域：フライトは特定の高度に制限されています。
制限区域：フライトは完全に禁止されています。UAVはこれらの区域を飛行できません。制限区域
での飛行許可を取得している場合は、 https://www.dji.com/flysafe または、flysafe@dji.comに連絡し
て、区域のロックを解除してください。

DJI GEO区域は、ユーザーの飛行安全を確保することを目的としていますが、現地の法律や規制を
完全に順守することを保証するものではありません。ユーザーは各フライトの前に現地の法律、規
制、規制要件を確認し、フライトの安全性について責任を負う必要があります。

DJIの機体がGEO区域内または付近を飛行する場合、飛行のすべてのインテリジェント機能が影響を
受けます。これらの影響には、速度の低下、離陸の失敗、および飛行の終了が含まれますが、これ
らに限定されません。

飛行制限
はじめに
UAVオペレーターは、ICAOおよびFAAを含む関連政府および規制当局が規定したすべての飛行規制
を順守する必要があります。安全上の理由から、飛行制限はデフォルトで有効化されており、ユー
ザーがDJI製品を安全かつ合法的に使用できるようになっています。

全球測位衛星システム（GNSS）が利用可能な場合、GEO区域が飛行の安全性を確保するために全
て考慮されます。
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GEO区域 説明

制限区域

離陸：機体のモーターは起動できません。
飛行中：GNSS信号が弱い信号から強い信号に変わると、DJI GS RTK
は20秒のカウントダウンを開始します。カウントダウンが終了する
と、機体はすぐに半自動下降モードで着陸し、着陸後にモーターをオ
フにします。
飛行中：機体が制限区域の境界に近づくと、自動的に減速してホバリ
ングします。

承認区域

離陸：機体のモーターは起動できません。離陸は、ユーザーの電話番
号でロック解除要求を送信した後にのみ利用できます。
飛行中：GNSS信号が弱い信号から強い信号に変わると、DJI GS RTK
は20秒のカウントダウンを開始します。カウントダウンが終了する
と、機体はすぐに半自動下降モードで着陸し、着陸後にモーターをオ
フにします。

強化警告区域 機体は正常に飛行しますが、ユーザーは飛行経路を確認する必要があ
ります。

警告区域 機体は正常に飛行しますが、ユーザーは警告メッセージを受け取り	
ます。

高度制限区域

GNSS信号が強い場合、機体は指定された高度を超えることはできま	
せん。
飛行中：GNSS信号が弱い信号から強い信号に変わると、機体は降下
し、高度制限以下の高度でホバリングします。
GNSS信号が強い場合、機体は高度制限区域の境界に近づいていること
を意味します。高度制限よりも高い高度を飛行している場合、機体は
減速してその場でホバリングします。
GNSS信号が弱い信号から強い信号に変わると、DJI GS Proアプリは20
秒のカウントダウンを開始します。カウントダウンが終了すると、機
体は降下し、高度制限を下回る高度でホバリングします。

無制限区域 機体は制限なしで通常どおり飛行します。

GEO区域の飛行制限

GEOロック解除
国や地域間で法律や規制が異なり、GEO区域間で飛行制限が異なるため、DJIはGEO区域をロック解
除するための2つの方法をユーザーに提供します。セルフロック解除およびカスタムロック解除。
セルフロック解除は、承認区域に使用され、ユーザーは、その区域に対して登録済みDJIアカウン
トの電話番号を認証してロック解除要求を送信する必要があります。この機能は一部の国でのみ
利用可能です。ユーザーは、Webサイト（https://www.dji.com/flysafe（計画されたセルフロック解
除））、またはDJI GS Proアプリ（ライブ セルフロック解除）のいずれかを使用してロック解除を
要求するかを選択できます。

カスタムロック解除は、個々のユーザーの特別な要件に基づいています。特定のGEO区域およびそ
の他の要件に従ってフライト許可ファイルを提供することにより、ユーザーがロックを解除できる
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特別なフライトエリアを設定します。それはすべての国で利用可能であり、ウェブサイトで申請す
ることができます。：https://www.dji.com/flysafe

ロック解除の詳細については、https://www.dji.com/flysafeをご覧いただくか、flysafe@dji.comへご連
絡ください。

飛行前のチェックリスト
1. 送信機、インテリジェント フライトバッテリーが完全に充電されている。
2. プロペラが正しくしっかりと取り付けられている。
3. MicroSDカードが挿入されている。
4. ジンバルとカメラが正常に作動している。
5. モーターが始動でき、正常に機能している。
6. DJI GS Proアプリが機体に正しく接続されている。
7. ビジョンシステムと赤外線検知システムのセンサーに汚れがないことを確認している。

コンパスのキャリブレーション
コンパスのキャリブレーションは、DJI GS Proまたはステータスインジケーターから促された
場合にのみ行ってください。コンパスをキャリブレーションするときは以下のルールを順守
してください：

 磁鉄鉱、立体駐車場、地下の鋼鉄補強材など強い磁性干渉を受ける可能性のある場所では、コン
パスのキャリブレーションを行わないでください。

 キャリブレーション中は、携帯電話や時計等のような強磁性体を携帯しないでください。
 キャリブレーション完了後にコンパスが強い干渉の影響を受けた場合、DJI GS Proアプリはコン
パスの問題を解決するよう促します。表示される指示に従ってコンパスの問題点を解決してくだ
さい。

キャリブレーション手順
障害物のない開けた場所を選んで、以下の手順を実施してください。
1. ミッションページで、 、[機体の設定]、 、[センサー]をタップし、コンパスセクション
の[コンパス キャリブレーション]をタップします。

2. 機体を水平に保ち、360度回転させます。機体ステータスインジケーターが緑色に点灯し
ます。

3. 機首を下を向くように機体を垂直に保ち、中心軸周りに360度回転させます。
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モーターの停止
モーターを停止させるには、2通りの方法があります。
方法1：機体が着陸したら、左スティックを下に倒し（ ）、次にモーターの始動で使用した
のと同じCSC（ ）を実行します。モーターはただちに停止します。モーターが停止したら両
方のスティックを放します。
方法2：機体が着陸したら、左スティックを下に倒し、そのままの状態を維持します。モー
ターは3秒後に停止します。

モーターの始動と停止
モーターの始動
モーターの始動には、コンビネーション スティック コマンド（CSC）を使用します。両方の
スティックを内側下角または外側下角に向けて倒して、モーターを始動します。モーターの
回転が始まったら、両方のスティックを同時に放します。

4. 機体ステータスインジケーターが赤色に点滅した場合、再度、機体のキャリブレーション
を行ってください。

  キャリブレーション手順の実行後、機体ステータスインジケーターが赤色と黄色に点滅した場
合、機体を別の場所に移動してキャリブレーションをやり直してください。

  金属製の橋や車両、足場など、金属製の物体の近くでコンパスをキャリブレーションしないでく
ださい。

  機体を地面に設置後、機体ステータスインジケーターが赤色と黄色に交互に点滅した場合、コン
パスは磁気干渉を受けています。場所を変えてください。

または
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飛行中のモーター緊急停止
CSCを実行すると、モーターが停止します。アプリケーションで有効にすることができま
す。カメラビューに移動し、 、[機体の設定]、 をタップし、[詳細設定]をタップして、緊
急時のモーター停止を有効にします。飛行中のモーター停止は、人体や物体への損傷・負傷
のリスクを低減させる目的で緊急時のみ行ってください。

方法1 方法2

または

または

飛行テスト
離陸／着陸手順
1. バッテリー残量インジケーターが自分の方に向くように、開けた平らな場所に機体を置き
ます。

2. 送信機の電源を入れ、インテリジェント フライトバッテリーの電源を入れます。
3. DJI GS Proを起動して、ミッションページに入ります。
4. 機体ステータスインジケーターがゆっくりと緑色に点滅し始めるまで待ちます。これは、

GNSSまたはRTKが使用中であることを示します。RTKを使用する場合は、RTK機能が有効
になっており、RTK/GNSS信号強度アイコンがFIXを示していることを確認します。次に、
CSCを実行してモーターを始動します。

5. 離陸するには、左スティックをゆっくりと上に倒します。
6. 着陸するには、平らな地表面上でホバリングし、ゆっくり左スティックを下に倒して下降
させます。

7. 着陸後、モーターが停止するまで左スティックを完全に下まで倒した状態で維持します。
8. 最初にインテリジェント フライトバッテリーの電源を切り、その後送信機の電源を切り
ます。

 飛行中、機体ステータスインジケーターが黄色で素早く点滅する場合、機体がフェールセーフ
モードに入っています。

 飛行中、機体ステータスインジケーターが赤色にゆっくりまたはすばやく点滅する場合、ロー
バッテリー残量警告を示しています。

 飛行に関する詳細は、チュートリアルビデオをご覧ください。
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動画に関する提案とヒント
1. 各フライト前に、飛行前のチェックリストをすべて確認してください。
2. 写真撮影や動画撮影は、Pモードで飛行している場合にのみ行ってください。
3. 常に好天時に飛行し、雨天や強風時の飛行は避けてください。
4. お好みのカメラ設定を選択してください。設定には、ISO、露出値などが含まれます。
5. 飛行ルートと撮影シーンを想定し飛行テストを実施してください。
6. 操作スティックをゆっくり操作してスムーズで安定した動きを維持してください。

ご自身の安全と周りの人々の安全のため、基本的な飛行ガイドラインを理解する
ことが重要です。免責事項と安全に関するガイドラインを必ずお読みください。
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DJI Assistant 2 for 
Phantom

このセクションでは、DJI Assistant 2 for 
Phantomソフトウェアの使用方法を紹介
します。
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DJI Assistant 2 for Phantom
DJI Assistant 2 for Phantomソフトウェアでは、ファームウェア更新や飛行記録のコピー、ビ
ジョンシステムの調整などが行えます。DJI Agrasシリーズの機体を所有するユーザーは、上
記の機能にDJI Assistant 2 for MGを使用することもできます。

インストールと起動
1. P4 Multispectralのダウンロードのページからソフトウェアインストールファイルをダウン
ロードします。

 https://www.dji.com/p4-multispectral/downloads
2. ソフトウェアをインストールします。
3. DJI Assistant 2 for Phantomを起動します。

DJI Assistant 2 for Phantomの使用
機体への接続
Micro USBケーブルを使用して、機体のMicro-USBポートをパソコンに接続します。次に機体
の電源を入れます。

DJI Assistant 2 for Phantomを使用する前に、必ずプロペラを取り外してください。

ファームウェアの更新
ファームウェア更新には、DJIアカウントが必要です。DJIアカウントでログインするか、また
は登録してください。

データアップロード
フライトコントローラーまたはシステムログによって記録されたフライトデータをローカル
パスに保存するか、アップロードします。

フライトデータ
[データビューアーを開く]をクリックしてフライトデータを表示します。データビューアー
は、性能分析とトラブルシューティングのために機体の飛行データファイルを表示および分
析するために使用します。

キャリブレーション
アプリがキャリブレーションのプロンプトを表示したら、ここでビジョンシステムをキャリ
ブレーションします。

送信機の接続
Micro USBケーブルを使用して、送信機のMicro-USBポートをパソコンに接続します。次に送
信機の電源を入れます。

ファームウェアの更新
ファームウェア更新には、DJIアカウントが必要です。DJIアカウントでログインするか、また
は登録を行ってください。

 更新中は送信機の電源をオフにしないでください。
 機体が空中を飛行している最中にファームウェアの更新をしないでください。必ず機体が地上に
あるときに、ファームウェアの更新を実行してください。

 送信機はファームウェアの更新後、機体とのリンクが切れる場合があります。必要に応じて送信
機と機体を再リンクします。
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付録
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機体
離陸重量 1487 g

対角寸法（プロペラを含まず） 350 mm

運用限界高度（海抜） 6000 m

最大上昇速度 6 m/s（自動飛行）、5 m/s（手動制御）
最大下降速度 3 m/s

最大速度 50 km/h（Pモード）、58 km/h（Aモード）
最大飛行時間 約27分
動作環境温度 0℃～40℃

動作周波数 2.4000 GHz～2.4835 GHz（欧州、日本、韓国）
5.725 GHz～5.850 GHz（その他の国・地域）[1]

伝送電力（EIRP） 2.4 GHz：< 20 dBm（CE/MIC（日本）/KCC）
5.8 GHz：< 26 dBm（FCC/SRRC/NCC）

ホバリング精度範囲

RTKが有効で、適切に動作した状態：
垂直：±0.1 m、水平：±0.1 m
RTK無効：
垂直：±0.1 m（ビジョンポジショニングあり）、	
±0.5 m（GNSSポジショニングあり）
水平：±0.3 m（ビジョンポジショニングあり）、	
±1.5 m（GNSSポジショニングあり）

画像位置補正
6台のカメラのCMOSの中心とオンボードD-RTKアンテ
ナの位相中心の相対位置はキャリブレーションされ、
各画像のEXIFデータに記録されています。

GNSS

シングル周波数 高感度GNSS
GPS + BeiDou + Galileo[2]（アジア）、GPS + GLONASS 
+ Galileo[2]（その他の地域）

マルチ周波数マルチシステム高
精度RTK GNSS

使用周波数
GPS：L1/L2、GLONASS：L1/L2、BeiDou：B1/B2、
Galileo[2]：E1/E5
第一固定時間：< 50 s
測位精度：垂直 1.5 cm + 1 ppm（RMS）、水平 1 cm + 
1 ppm（RMS）。
1 ppmは、1 kmの移動で1 mmの増加を伴う誤差を示し	
ます。
速度精度：0.03 m/s

マッピング機能

地上画素寸法（GSD） （H/18.9）cm/pixel。Hは、撮影シーンを基準とする機
体高度（単位：m）

付録
仕様
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データ収集率
高度180 m (GSDが約9.52 cm/pixelのとき）での1回の
飛行の最大作業領域約0.63 km2。前方のオーバーラップ
率は80％、側面のオーバーラップ率は60%です。飛行
中、バッテリーは100%から30%へ消耗されます。

ジンバル
操作可能範囲 ピッチ：-90°～+30°
ビジョンシステム

速度範囲 50 km/h以下（地上から高度2 mで適切な照度条件	
下で）

高度範囲 0～10 m

動作範囲 0～10 m

障害物検知範囲 0.7～30 m

動作環境 地表の模様が明瞭で適切な明るさのある状態（15ルク
ス超）

赤外線検知システム
障害物検知範囲 0.2～7 m

FOV 70°（水平）、±10°（垂直）
測定周波数 10 Hz

動作環境 拡散反射する物体、反射率8%超（壁、樹木、人間	
など）

カメラ

センサー

可視光イメージング用RGBセンサー×1とマルチスペク
トルイメージング用モノクロセンサー×5を含む、6つの
1/2.9インチCMOSセンサー。
各センサー：有効画素数2.08MP（合計2.12MP）

フィルター
ブルー（B）：450 nm ±16 nm、グリーン（G）：	
560 nm ±16 nm、レッド（R）：650 nm ±16 nm、
レッドエッジ（RE）：730 nm ±16 nm、近赤外線
（NIR）：840 nm ±26 nm

レンズ
FOV（視野角）：62.7°
焦点距離：5.74 mm（35mm判換算相当：40 mm）、
オートフォーカスは∞に設定
絞り：f/2.2

RGBセンサーISOレンジ 200～800

モノクロセンサーゲイン 1 ~ 8x

電子グローバルシャッター 1/100 - 1/20000s（可視光イメージング）
1/100 - 1/10000s（マルチスペクトルイメージング）

最大静止画サイズ 1600×1300（4:3.25）

静止画フォーマット JPEG（可視光イメージング）+ TIFF（マルチスペクト
ルイメージング）

対応ファイルシステム FAT32 (≤ 32 GB)、exFAT (> 32 GB)

対応SDカード 書き込み速度15 MB/秒以上のmicroSD。
最大容量：128 GB クラス10またはUHS-1規格が必要

動作環境温度 0℃ ～ 40℃
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送信機

動作周波数 2.4000 GHz～2.4835 GHz（欧州、日本、韓国）
5.725 GHz～5.850 GHz（その他の国・地域）[1]

伝送電力（EIRP） 2.4 GHz：< 20 dBm（CE/MIC（日本）/KCC）
5.8 GHz：< 26 dBm（FCC/SRRC/NCC）

最大伝送距離
FCC/NCC：7km
CE／MIC（日本）／KCC／SRRC：5km
（障害物、電波干渉のない場合）

内蔵バッテリー 6000mAh LiPo 2S

動作電流／電圧 1.2A @ 7.4V

モバイル端末ホルダー タブレットおよびスマートフォン
動作環境温度 0℃ ～ 40℃
インテリジェント フライトバッテリー（PH4 - 5,870mAh - 15.2V）
容量 5870 mAh

電圧 15.2 V

バッテリータイプ LiPo 4S

電力量 89.2 Wh

正味重量 468 g

動作環境温度 -10℃ ～ 40℃
充電温度 5℃ ～ 40℃
最大充電電力 160W

インテリジェント フライトバッテリー充電ハブ（P4CH）
電圧 17.5V

動作環境温度 5℃ ～ 40℃
AC電源アダプター（PH4C160）
電圧 17.4 V

定格出力 160 W

[1] 現地の法律に準拠するため、この周波数は一部の国や地域では使用できません。
[2] Galileoは近日対応予定です。
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